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今月の表紙

ＪＡ富山県女性組織協議会
ママさん大学

（ＪＡいみず野女性部 38名
　大井川鉄道ＳＬ乗車体験と舘山寺温泉の旅）

平成28年６月12日㈰



　

６
月
９
日（
木
）Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
営
農
管

理
セ
ン
タ
ー
で
、
大
麦
収
穫
後
の
農
地
利

用
率
を
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
研
修

会
が
射
水
市
農
業
技
術
者
協
議
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
の
28
年
度
大
麦
面
積
は

５
５
７
ｈ
ａ
で
、
あ
と
作
の
利
用
は
４
割

程
度
と
県
平
均
よ
り
低
く
、
て
ん
た
か
く

の
斑
点
米
の
発
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
栽
培
面
で
は
排
水
不
良
に
よ

り
低
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
大
麦
あ
と
野
菜
な
ど
の
導
入

に
よ
る
収
益
確
保
と
大
麦
生
産
安
定
に
向

け
た
排
水
対
策
関
連
機
械
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
推
奨
す
る
作
物
で
は
主
に
え
だ
ま

め
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

枝
豆
の
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
で
は
、

収
穫
時
期
が
７
月
上
旬
か
ら
８
月
中
旬

（
ハ
ウ
ス
促
成
栽
培
の
場
合
６
月
）
な
の

で
、
水
稲
の
収
穫
作
業
と
の
作
業
競
合
が

な
く
主
穀
作
経
営
複
合
化
品
目
に
適
し
ま

す
。
ま
た
麦
跡
圃
場
に
お
い
て
の
作
付
が

可
能
で
あ
り
、
各
経
営
体
の
労
力
に
見

合
っ
た
作
型
・
面
積
か
ら
取
り
組
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
枝
豆
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
の

多
く
は
大
豆
栽
培
と
共
通
す
る
こ
と
か

ら
、
主
穀
作
営
農
組
織
等
が
今
ま
で
培
っ

た
大
豆
栽
培
技
術
を
活
か
せ
る
品
目
で

す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
で

は
、「
秋
ま
き
春
ど
り
」、「
春
ま
き
初
夏

ど
り
」
と
、
経
営
体
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
合
わ
せ
た
形
で
導
入
で
き
ま
す
。
ま

た
ト
ラ
ク
タ
ー
・
管
理
ビ
ー
グ
ル
な
ど
の

既
存
の
大
型
機
械
が
活
用
で
き
ま
す
。
ほ

か
に
も
学
校
給
食
な
ど
へ
の
供
給
が
あ

り
、
安
定
し
た
需
要
が
見
込
め
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
に
は
、
収
穫
時
期
は
10
月
上
旬
か
ら
12

月
上
旬
な
の
で
、
水
稲
の
収
穫
作
業
と
の

作
業
競
合
が
少
な
く
、
主
穀
作
経
営
の
複

合
化
品
目
に
適
し
て
い
ま
す
。ま
た
、キ
ャ

ベ
ツ
と
同
じ
く
ト
ラ
ク
タ
ー
・
管
理
ビ
ー

グ
ル
な
ど
の
既
存
の
大
型
機
械
が
活
用
で

き
ま
す
。
市
場
と
の
契
約
販
売
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
コ
ン
テ
ナ
出
荷
に
よ
る
出

荷
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
で
す
。

　

各
々
の
野
菜
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
こ

と
で
限
ら
れ
た
土
地
で
２
回
作
付
す
る
こ

と
に
よ
り
売
り
上
げ
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
さ
れ

た
関
係
者
・
参
加
者
も
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
に
先
駆
け
て
水
田
中
干
し

開
始
標
示
札
設
置
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
、
ほ

場
排
水
作
業
の
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

斑点米カメムシが多発しています！
雑草管理・防除の徹底と出穂後20日間の湛水管理で
「美味しいＪＡいみず野産米」に仕上げましょう！

　稲の生育状況は６月 27 日の調査では「てんたかく」の生育は近年より４日早く、出穂
期は７月 19 日頃と見込まれます。平年に比べ、草丈はやや長く、茎数はやや少なく、葉
色は並となっています。「コシヒカリ」の生育は平年より２日程度早くなっています。
　病害虫ではカメムシ類が近年で最も多く発生しています。特に大麦跡未処理ほ場で発生
頭数が多くなっていることから⑴カメムシの生息地となる雑草地の草刈りの徹底⑵大麦跡
ほ場の対策①えだまめや緑肥作物（クロタラリア）の作付②野菜やソバの作付予定田：モ
ア等による除草③耕起、非選択性除草剤の散布、モア等による除草を徹底しましょう。
　今後の気象情報や稲作情報に注意して「美味しいＪＡいみず野産米」に仕上げましょう。

　今年も斑点米カメムシが多発しており、斑
点米による品質低下の恐れがあることから水
田周辺の雑草管理をしっかり行い、ほ場内へ
の侵入を防ぎましょう。併せて基本防除は必ず
２回（随時防除の場合は３回）散布しましょう。
　定期的にほ場を巡回し、いもち病や紋枯病
が出ていないかも確認しましょう。

●出穂期の水管理
幼穂形成期から出穂期までは「間断かん

水」を励行しましょう。出穂期から 20 日間
は稲体の活力維持・カドミウムの吸収抑制
のため、湛水管理（水は２～３㎝、田面を露

出しない状態を保つ）とし、その後収穫の
５日～７日前までは間断かん水を行なう。
●フェーン時の水管理

フェーン現象や台風の時は、稲の葉面か
ら急激に水分が蒸発し、根からの水分吸収
とのバランスが崩れ、根を傷めるおそれが
あります。天候に注意し、フェーン現象や
台風が予想されるときは、圃場に十分灌水
し、通過後は速やかに落水しましょう。
●適期の落水

登熟期になると水分の要求度もやや減っ
てきますが、落水が早すぎると立毛中の胴
割れの発生が危惧されます。秋の収穫作業
に影響しない範囲で収穫の５日～７日まで
は、間断かん水を行ないましょう。

⑴  雑 草 管 理 ・ 防 除 の 徹 底

⑵  水 管 理

いみず野だより　２いみず野だより　２３　いみず野だより

　

６
月
14
日（
火
）平
成
28
年
産
大
麦
の
初
検

査
が
新
湊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
検
査
を
受
け
た
の

は
、
５
月
25
日（
水
）か
ら
収
穫
さ
れ
た
フ
ァ

イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
１
５
２
ト
ン
で
、
全
量
が
買

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
産
大
麦
の
品
質
は
、
容
積
重
は
前

年
よ
り
や
や
軽
く
、
千
粒
重
は
前
年
並
み
と

の
結
果
で
し
た
。

　

ま
た
、
粒
形
・
光
沢
は
前
年
並
み
、
充
実

度
は
前
年
よ
り
や
や
劣
り
、被
害
粒
の
混
入
、

硬
質
粒
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
品
質
も
総

体
的
に
昨
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
量
に
つ
い
て
穂
数
は
前
年
よ
り
や
や
多

か
っ
た
が
、
平
年
並
み
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

大
麦
初
検
査

大
麦
あ
と
活
用
・
排
水
対
策
研
修
会
の
開
催

７月 ８月 ９月

水管理 間断
かん水 間断かん水飽水管理 湛水

水　深

〈水管理のイメージ〉コシヒカリの場合

幼穂
形成期

出穂後
20日間

出穂期

収穫
５～７日前
落水

コシヒカリ
７月 12 日頃
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開会のあいさつ
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会  坪田　孝一 会長

開会宣言
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会  清水　久信 副会長

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  水元　睦雄 組合長

パークゴルフ大会
第24回 年金友の会

　６月１７日㈮に、南郷パークゴルフ場にて好天の下『第２４回いみず野農協年金友の会パークゴルフ大会』が
開催されました。
　この大会はいみず野農協の年金友の会会員の方々が、パークゴルフを通じて友好の場を広げるとともに、健
康の増進と会員相互の親睦を図ることを目的としており、回を重ねるごとに参加者が増え、今大会は２４７名と
多数の会員方々に参加頂きました。
　開会式では、いみず野農協年金友の会連絡協議会の清水 久信副会長による開会宣言の後、去年１０月に行わ
れた第２３回大会の優勝杯が返還され、いみず野農協年金友の会連絡協議会の坪田 孝一会長と当農協の水元 
睦雄組合長による挨拶がありました。開会式が終わるとそれぞれのスタートホールへ移動し、熱い戦いの火ぶた
が切って落とされました。
　参加者は協議が始まると真剣な表情でボールを打ち、打つたびに歓声を上げたりため息を漏らしたりと、とて
も楽しまれているようでした。
　４コースを通した熱戦の末、男子の部では佐伯 鉄善さんが９１と素晴らしいスコアで優勝を勝ち取られました。
女子の部では本江 まち子さんが９７で見事に優勝されました。
　今回、お客様感謝イベントとして坂本冬美コンサートが開催されるにあたり、特別賞として篠田 昌二さんと
横山 行男さんにコンサートチケットが贈呈されました。また、米寿以上の年齢の参加者５名へのお祝いの表彰も
ありました。
　閉会式では、田邉 康弘代表監事による閉会宣言で、大会が締めくくられました。

閉会式
ＪＡいみず野  田邉　康弘 代表監事

佐伯鉄善さん
（優勝）

藤塚　博さん
（３位）

寺井國雄さん（写真代理）
（２位）

井戸美千代さん
（２位）

本江まち子さん
（優勝）

沢辺すま子さん
（３位）

順位 男子の部 支店 ネット
優　勝 佐　伯　鉄　善 小　杉 91

２　位 寺　井　國　雄 三島野 95

３　位 藤　塚　　　博 太閤山 96

順位 女子の部 支店 ネット
優　勝 本　江　まち子 太閤山 97

２　位 井　戸　美千代 太閤山 100

３　位 沢　辺　すま子 太閤山 103

　　　　　表彰式＆成績表 Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !

それっ ! !

入れ～

　　入れ～

「おめでとうございます」



いみず野だより　６７　いみず野だより

に
ぎ
や
か
な
こ
と
。
沿
線
で
は
老
若
男

女
を
問
わ
ず
手
を
振
っ
て
歓
迎
し
て
く

れ
ま
し
た
。「
ビ
ッ
ク
リ
ポ
ン
！
」
で
し

た
。
そ
し
て
行
政
が
推
進
し
て
“
お
茶
”

の
生
産
だ
け
と
い
う
“
牧
之
原
”
へ
。

ど
こ
ま
で
も
続
く
茶
畑
と
霜
よ
け
風
車

は
見
ご
た
え
圧
巻
で
し
た
。
お
茶
工
場

の
見
学
も
終
え
ホ
テ
ル
へ
。
宴
会
で
は

恒
例
の
各
支
部
の
出
し
物
で
盛
り
上
が

り
１
日
目
終
了
で
す
。

　

２
日
目
、
浜
名
湖
の
眺
望
を
楽
し
み
、

“
う
な
ぎ
パ
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
”
工
場
見

学
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
見
学
、
そ
し
て

蒲
郡
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
の
見
学
、“
メ
ロ

ン
ハ
ウ
ス
で
の
摘
み
取
り
体
験
”
で
各

人
１
個
を
い
た
だ
き
感
嘆
の
声
声
。
さ

ら
に
“
し
ら
す
”
加
工
販
売
の
ヤ
マ
ス

イ
で
１
合
升
に
詰
め
放
題
体
験
し
、“
え

び
せ
ん
共
和
国
”
で
あ
ま
り
に
も
多
い

数
々
の
せ
ん
べ
い
に
迷
い
、
見
学
と
買

物
を
し
ま
し
た
。
今
回
の“
体
験
”と“
見

学
”に
皆
さ
ん「
よ
か
っ
た
あ
～
」の
声
が

あ
り
、
女
性
部
活
動
へ
の
協
力
・
会
員

同
士
の
親
睦
ほ
か
意
志
高
揚
の
気
運
へ

繋
が
っ
た
研
修
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
河
支
部
）

●
Ｊ
Ａ
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

に
参
加
し
て

　

６
月
４
日（
土
）Ｊ
Ａ
と
な
み
野
本
店

大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
県
内
11
Ｊ
Ａ
女

性
部
か
ら
67
人
が
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
交

流
・
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
の
講
演
会
は
、「『
た
ま
ね

ぎ
』
の
一
大
産
地
化
に
取
り
組
ん
で
」

と
い
う
演
題
で
、
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
土
田

英
雄
氏
よ
り
、
砺
波
と
言
え
ば
「
た
ま

ね
ぎ
」
と
言
わ
れ
る
程
の
産
地
と
な
っ

た
８
年
間
の
大
変
な
取
り
組
み
や
生
産

に
適
し
た
砺
波
平
野
の
説
明
、
生
産
者

へ
の
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
の
援
助
協
力
等
、

１
時
間
に
及
ぶ
熱
心
な
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
の
女
性
部

の
方
の
活
動
報
告
を
聞
き
、ま
た
『
も
っ

と
楽
し
く
！
地
域
を
元
気
に
！
み
ん
な

で
学
ぼ
う
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
』
に
つ
い
て

冊
子
を
見
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
昼
食
！
「
と
な
み
野
弁
当
」

で
す
。
県
内
、
砺
波
が
満
載
の
こ
だ
わ

り
の
お
弁
当
で
し
た
。
懐
か
し
い
「
ゆ

べ
す
」「
よ
ご
し
」
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
女
性
部
で
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
ら
か
ら
の
目

標
、
抱
負
な
ど
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
活
動
の

根
本
問
題
と
も
い
え
る
会
員
不
足
、
担

い
手
不
足
で
困
っ
て
い
る
話
に
な
り
、

ど
の
女
性
部
も
抱
え
て
い
る
大
き
な
問

題
で
あ
る
こ
と
が
共
感
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
女
性
部
で
み
ん
な
と
楽
し

く
活
動
で
き
る
こ
と
こ
そ
が
、
人
と
し

て
も
大
切
な
事
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

こ
の
楽
し
さ
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
を
下
支
え
す
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。

　

私
と
し
て
は
、
こ
の
日
の
研
修
を
終

え
て
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
事
が
少
し
理
解
で

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
他
の
Ｊ
Ａ

女
性
部
の
方
と
気
軽
に
お
話
が
出
来
た

事
も
、
と
て
も
良
い
経
験
で
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
参
加
し
て
、
皆
さ
ん

が
楽
し
く
気
軽
に
活
動
、
参
加
で
き
る

よ
う
な
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
小
杉
支
部
）

●
“
マ
マ
大
旅
行
”
へ
参
加
し
て

　

北
陸
地
方
の
梅
雨
入
り
間
近
い
日
、

第
53
回
Ｊ
Ａ
県
女
性
協
「
マ
マ
さ
ん
大

学
」
研
修
旅
行
へ
各
支
部
か
ら
１
７
５

名
が
参
加
、
5
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
高

速
道
ひ
た
走
り
、
一
路
楽
し
み
に
し
て

い
た
“
大
井
川
鉄
道
”
の
Ｓ
Ｌ
へ
乗
車

し
ま
し
た
。
新
金
谷
駅
か
ら
千
頭
駅
ま

で
約
１
時
間
３
９
・
５
㎞
昔
懐
か
し
い
煙

を
吐
い
て
走
る
“
汽
車
”
で
は
煙
の
臭

い
を
懐
か
し
み
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

今
後
の
日
程

７
月
19
日
㈫　

助
け
合
い
定
例
会

　
　

20
日
㈬
～
22
日
㈮　

酢
の
講
習
会

　
　

27
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
堀
岡
）

８
月
5
日
㈮　

ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会

　
　

10
日
㈬　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　

18
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

20
日
㈯　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　

21
日
㈰　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験

　
　

26
日
㈮　

手
芸
教
室

ふ
れ
あ
い
総
合
展
示
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
に
お
い
て
６
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
の
２
日
間
、
ふ
れ
あ

い
総
合
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
会
は
、
家
電
、
宝
飾
、
自
動
車
、
仏
壇
・
墓
石
な
ど
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
に
合
っ
た
様
々
な
商
品
を
一
堂
に
取
り
揃
え
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
特
に
家
電
コ
ー
ナ
ー
に
人
気
が
集
ま
り
、
目
玉
商
品
の
４
Ｋ
テ
レ

ビ
や
夏
に
向
け
て
の
お
買
い
得
エ
ア
コ
ン
な
ど
、
お
目
当
て
の
商
品
の
特
徴
や

使
い
方
を
Ｊ
Ａ
担
当
者
や
メ
ー
カ
ー
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
店
前
駐
車
場
で
は
新
車
、中
古
車
が
ず
ら
り
と
並
び
、人
気
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

カ
ー
な
ど
を
品
定
め
す

る
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
棟
の
本
店

第
２
事
務
所
で
は
ジ
ュ

エ
リ
ー
や
浴
衣
、
鞄
が

展
示
さ
れ
、
女
性
客
の

目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

倉
庫
で
は
仏
壇
、
墓
石
、

ガ
ス
器
具
の
展
示
が
あ

り
、
広
い
会
場
の
中
で

し
た
が
大
勢
の
来
場
者

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
日
ご
来
場
い
た
だ

い
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
次
回
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　射水市広上（南郷支店管内）の農事組合法人あ
しつきの郷（高橋隆之代表理事）で今年から、県
内の営農組合で初めて水耕栽培のリーフレタスの
出荷を迎えました。県の「とやま型農業成長戦略
チャレンジ支援事業」を活用し、今年３月から生
産を始めました。５月中旬からＪＡいみず野直売
所等で試験販売を行なった後、６月 16 日に本格
出荷を開始しました。安定生産の仕
組みや販路を確立し、農家の冬場の
雇用創出や所得増加につなげます。
　防虫や温度調節の機能を備えた約
330平方メートルのビニールハウス
で、種まきから収穫まで無農薬で育
てます。太陽を浴びたリーフレタス
は青々とやわらかい葉がビニールハ
ウスいっぱいに茂っていました。レ
タスは生で食べることが多いので、
安全安心なおいしいレタスを届けよ
うと取り組んでいます。

　葉が緑色の「グリーンリーフ」、苦味がやや少な
い「レッドリーフ」、肉厚がありシャキシャキとし
た「フリルレタス」、そして７月からは「サンチュ」
も出荷されます。
　出荷されたリーフレタスは県内の市場や
スーパー、ＪＡいみず野直売所菜ちゃんでの販売
の他、学校給食や介護施設などにも納入予定です。

農事組合法人 あしつきの郷
水耕栽培リーフレタス 本格出荷



いみず野だより　８

お預入れ金額
20万円以上〜1,000万円未満

お預入れ期間
1年もの（単利型）・3年もの（複利型）

対象となるお客様
個人の方

対象定期貯金
スーパー定期

ⓒちょリス

6月13日月
▼

8月31日水

2016年
取扱期間

0.2年
％

3年
（複利型）

1年
（単利型）

新規で20万円以上

※数に限りがあります

ち
ょ
リ
ス

ス
ポ
ン
ジ ち

ょ
リ
ス

マ
グ
ネ
ッ
ト
ク
リ
ッ
プ

ち
ょ
リ
ス

サ
マ
ー
バ
ッ
グ

お預け入れの
方に

いずれかプレゼント

こんな風に
はさめるよ

（自動継続でお預け入れの場合、継続後の利率は店頭表示金利となります。）
※中途解約される場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用させていただきます。（手数料なし）
※お利息は20.315％（国税15.315％※、地方税５％）の分離課税となります。※平成49年12月31日まで復興特別所得税が付加されています。
※金利情勢等により予告なく本定期貯金のお取扱いを中止させていただく場合があります。

新規預け入れの定期貯金のみ、対象となります。

2016
11／23水㊗②16：30 開場 17：00 開演

①12：30 開場 13：00 開演

高周波文化ホール
（新湊中央文化会館）

会 場

全席指定 6,800円（当日500円高）

ご優待価格 6,000円
※お客様からの座席指定はできません

組合員の方・貯金または共済をご利用の方

料 金

※公演に関するお問い合わせは、
　高周波文化ホール ＴＥＬ.0766-82-8400
主催：（公財）射水市文化振興財団　協力：JAいみず野

予約受付

予約のお問い合わせはＪＡいみず野各支店まで
６月１日㈬～７月29日㈮

坂本冬美
2016

30周年コンサートツアー
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